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西上英雄
ジャッジ

飯田育子
ジャッジ

戦評

アンパイア

　ソニーのセンターパスにより試合が開始された。ソニーは試合開始早々４分、サーク
ル内でパスを受けたＭＦ＃１１佐藤が、ゴール前のＦＷ＃９金に合わせて先制。勢いに
乗るソニーは７分、ＦＢ＃３及川のセンタリングをＦＷ＃１０中島がタッチシュートで、決
め２－０とする。反撃する山梨は１５・２０分とＰＣを獲得するが、チャンスを活かせな
い。一方、ソニーは２５分にＰＣを獲得。ＦＢ＃３及川がスウィープシュートを豪快にゴー
ル左下に決め、３－０と山梨を引き離す。このまま前半を終了し３－０で折り返した。
　反撃を狙う山梨は後半開始早々、ＰＣを獲得。しかし、ＧＫ＃１浅野のファインセーブ
により得点できない。その後は、ソニーのペースを取り戻し、試合が進む。５２分にＰＣ
を獲得するとＦＢ＃２林の狙いすましたパスをＦＷ＃１２石田がタッチシュートでゴール
右上に決め４－０とする。試合終了間際にも１点を追加し、５－０でソニーが勝利。勝
点を３１に伸ばした。
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　ソニー→ ４分金、７分中島、２５分及川、４８分石田、６９分中川
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　コ　カ→ ５・２９・６９分金、１２分新井、３９・４９・６５分小野、４６分駒澤、６１分西村
　東 海→６３分森田

我妻活美

中野典子

　コカのセンターパスにより試合が開始された。試合開始早々５分、ＦＢ＃１６金が鋭い
ドリブルで東海ＤＦ陣を抜き去り、ゴール右下にプッシュシュートを決め先制する。猛攻
を仕掛けるコカは１２分。ＦＷ＃16金の強烈なセンタリングを、ＦＷ＃９新井がタッチ
シュートで決め２－０とする。その後もコカは東海陣内でゲームを進めるが、東海は粘
りのＤＦで追加点を与えない。しかし、29分にコカはＰＣを獲得。ＦＢ＃１６金がリバウン
ドを押し込み３－０と突き放す。東海は前半終了間際でＰＣを獲得するものの決めるこ
とが出来ず３－０で前半を折り返した。
　後半もコカの勢いは止まらない。３９分にＰＣを獲得。ＦＢ＃８小野がスウィープシュー
トをゴール左下に決め４－０と勝利を決定づける。さらに、４６・４９分と立て続けに得
点。その後、東海はＦＷ＃１１森田が１点を返すが反撃はここまで。９－１でコカが大勝
し、勝点を３１に伸ばした。
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得点
　南 都→６・８分野村、１７分植田、５０分鹿取
　立 命→６０分山下

戦評

　南都のセンターパスにより試合が開始された。序盤から南都は猛攻を仕掛ける。６分
にＰＣを獲得し。ＦＷ＃９野村がフリックシュートを豪快にゴール右上に決め先制する。
勢いに乗る南都は、またも野村がヒットシュートをゴール右上に決め２－０とリードす
る。反撃したい立命だが南都のＤＦに阻まれ攻めることが出来ない。南都は１７分に、
ＦＷ＃７植田がプッシュシュートで決め、３－０と引き離す。その後も終始南都がペース
を握り、前半を３－０で折り返した。
　後半も、南都のペースで試合が進む。１５分、ＭＦ＃８爲藤がサークルトップから技あ
りのアシストをゴール前のＦＷ＃４鹿取に送り、鹿取は冷静にゴール右下に決め４－０
と突き放す。しかし、立命も反撃し、６０分にＰＣを獲得し、FB#12山下が強烈なヒット
シュートをゴール右下に決める。その後の立命の猛攻も、南都のＤＦ陣は隙を見せるこ
となく防ぎ、４－１で勝利し、勝点を２５に伸ばした。
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得点
　グ　ラ→ ２１・４５分阿久津
　天　理→７０分早戸沙

戦評

　ＧＳＫのセンターパスにより試合が開始された。試合開始直後から、ＧＳＫはＰＣを獲
得するがＧＫ＃１景山を中心としたＤＦ陣の懸命な守りにより得点を与えない。天理も１
４分にＰＣを獲得するものの得点することが出来ない。試合が動いたのは２１分。ＧＳＫ
は６本目のＰＣを獲得。ＦＢ＃３伴田の狙いすましたパスをＭＦ＃１７阿久津がタッチ
シュートで決め待望の先制点を手に入れる。同点に追いつきたい天理はスピードのあ
る攻撃でＧＳＫゴールに迫るがＧＳＫのＤＦ陣に阻まれる。お互い譲らない展開が続き、
１－０で前半を折り返した。
　後半も一進一退の攻防が続くなか、ＧＳＫ４５分にＭＦ＃８片峰のパスをＭＦ＃１７阿
久津がダイレクトシュートでゴール左下に決め２－０とする。その後は、ＧＳＫがゲーム
をリードし粘る天理は攻撃につなげることが出来ない。天理は試合終了間際にＰＣを
獲得し、ＦＢ＃３早戸沙が強烈なヒットシュートをゴール左下に決めるが、結局２－１で
ＧＳＫが勝利し勝点を２２に伸ばした。
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